
伊
藤
製
作
所
１

プレス機台保有

段
取
り
替
え
な
し
省
人
化
強
み

本
社
プ
レ
ス
工
場
の
量

産
向
け
プ
レ
ス
機
は
、

使
わ
な
い
と
き
も
金
型

は
付
け
た
ま
ま
に
し
て

い
る

▲

　
伊
藤
製
作
所
は
順
送
り
金
型

の
老
舗
企
業
。
現
在
は
自
動
車

用
の
プ
レ
ス
部
品
加
工
事
業
が

全
体
の

％
を
占
め
、
独
自
の

省
人
化
、
省
力
化
で
業
績
を
伸

ば
し
続
け
て
い
る
。
２
０
１
４

年
３
月
期
売
上
高
は
前
期
比

％
増
の

億
円
の
見
込
み
。
売

上
高
は

年
前
に
比
べ
て
３
倍

強
と
大
き
く
増
え
た
。
最
近
で

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
も
進
出
、
日
本
式
教
育
に

よ
る
技
術
者
の
育
成
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

異
例
の
多
さ

　
伊
藤
製
作
所
は
三
重
県
北
部

の
四
日
市
市
広
永
町
に
本
社
と

工
場
が
あ
る
。
本
社
金
型
工
場

と
そ
の
周
辺
に
は
５
カ
所
の
プ

レ
ス
工
場
を
展
開
。
加
圧
能
力

―
６
０
０

の
自
動
プ
レ
ス

機
を
計

台
も
保
有
す
る
。
中

小
企
業
と
し
て
は
異
例
の
多
さ

だ
。
主
に
自
動
車
の
電
装
品
、

ハ
ー
ネ
ス
部
品
、
シ
ー
ト
関
連

部
品
な
ど
部
品
点
数
約
９
０
０

点
、
１
日
当
た
り
１
３

０
万
個
の
部
品
を
加
工

す
る
。

　
特
筆
す
べ
き
は
生
産

方
法
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
。

自
動
プ
レ
ス
機

台
の

う
ち

台
は
少
量
生
産

向
け
で
生
産
部
品
に
応

じ
て
金
型
を
取
り
換
え

て
使
う
。
し
か
し
、
残
り
の

台
は
量
産
向
け
で
金
型
の
段
取

り
替
え
を
ま
っ
た
く
せ
ず
、
１

種
類
の
金
型
を
付
け
た
ま
ま
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
以
外
は
取
り
外

さ
ず
、
金
型
を

年
間
付
け
っ

ぱ
な
し
の
機
械
が
今
も
３
台
稼

働
し
て
い
る
。

要
望
に
素
早
く
対
応

　
こ
の
金
型
を
固
定
し
た
生
産

シ
ス
テ
ム
が
省
力
化
・
省
人
化

と
な
り
、
も
う
か
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
る
。
金
型
を
付
け
た

ま
ま
に
し
て
お
け
ば
、
月
々
の

受
注
後
プ
レ
ス
機
を
起
動
す
る

だ
け
で
生
産
が
始
め
ら
れ
、
顧

客
の
要
望
に
素
早
く
応
え
ら
れ

る
。
さ
ら
に
段
取
り
替
え
時
に

発
生
す
る
金
型
の
損
傷
を
防

ぎ
、
金
型
の
寿
命
が
延
び
る
利

点
も
あ
る
。
段
取
り
替
え
を
し

な
い
こ
と
で
品
質
は
安
定
し
、

少
人
数
で
も
生
産
が
可
能
と
な

っ
た
。

　
同
社
は
パ
ー
ト
社
員
を
含
め

人
の
作
業
者
で
全
工
場
を
運

営
し
て
い
る
。
社
長
の
伊
藤
澄

夫
は
「
人
件
費
よ
り
機
械
の
償

却
費
の
方
が
は
る
か
に
安
い
。

そ
の
た
め
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
コ

ス
ト
削
減
要
請
に
も
、
そ
れ
ほ

ど
無
理
せ
ず
対
応
で
き
る
」
と

自
社
の
生
産
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ

ッ
ト
を
説
明
す
る
。

金
型
技
術
　蓄
積

　
一
方
で
利
益
を
出
す
た
め

に
、
金
型
技
術
の
開
発
も
怠
ら

な
い
。
過
去

年
間
で
製
造
し

た
順
送
り
金
型
は
約
８
６
０
０

型
。
金
型
の
技
術
開
発
に
は
年

間
１
５
０
０
万
円
程
度
は
投
じ

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
プ
レ
ス

加
工
で
厚
さ
６

の
鉄
に
直

径
１
・
２

の
細
い
穴
を
あ

け
ら
れ
る
金
型
の
製
造
技
術
な

ど
を
蓄
積
し
て
き
た
。

　
高
速
で
安
定
し
た
製
品
を
生

産
で
き
る
順
送
り
金
型
の
高
性

能
化
で
、
順
送
り
金
型
製
作
の

パ
イ
オ
ニ
ア
を
自
負
す
る
ま
で

に
な
っ
た
。
そ
の
ル
ー
ツ
は

「
先
見
の
明
が
あ
っ
た
先
代
に

あ
る
」
と
伊
藤
は
語
る
。

敬
称
略

　

　

▽
所
在
地

三
重
県
四
日
市
市

広
永
町
１
０
１
、
０
５
９
・
３

６
４
・
７
１
１
１
▽
社
長

伊

藤
澄
夫
氏
▽
従
業
員

人
▽

資
本
金

５
０
０
０
万
円
▽
売

上
高

億
円
見
込
み

年

３
月
期

▽
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　
◆
Ｘ
線
小
角
散
乱
セ
ミ

　
リ
ガ
ク

東
京
都
昭
島
市
、
０
４
２
・
５
４
５

・
８
１
１
１

日

時

分
か
ら
Ｔ
Ｋ
Ｐ
大
阪

梅
田
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

大
阪
市
福
島
区

で

「
Ｘ
線
小
角
散
乱
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。
北
九
州

市
立
大
学
国
際
環
境
工
学
部
の
桜
井
和
朗
教
授
が

「
Ｄ
Ｄ
Ｓ
ナ
ノ
粒
子
の
精
密
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
リ
ゼ

ー
シ
ョ
ン

放
射
光
、
Ｓ
Ａ
Ｘ
Ｓ
を
用
い
て

」

を
テ
ー
マ
に
講
演
す
る
。
定
員

人
。
参
加
無

料
。
問
い
合
わ
せ
は
大
阪
支
店

０
７
２
・
６
９

６
・
３
３
８
７

へ
。

　
◆
春
の
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア

　
茨
城
県
と
茨
城
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
な
ど

　
３
月
４
日

時
半
か
ら
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー

水
戸

水
戸
市

で
「
春
の
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
フ

ェ
ア
　
い
ば
ら
き
２
０
１
４
」
を
開
く
。
「
い
ば

ら
き
い
い
も
の
展
示
商
談
会
」
、
「
県
内
流
通
バ

イ
ヤ
ー
と
の
相
談
会
」
、
創
業
８
５
０
年
を
超
え

る
酒
蔵
の
須
藤
本
家

茨
城
県
笠
間
市

な
ど
に

よ
る
「
販
路
開
拓
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
企
画
。
展

示
商
談
会
は
参
加
無
料

登
録
制

。
相
談
会
と

セ
ミ
ナ
ー
は
事
前
予
約
制
で
、
締
め
切
り
は

日
。
問
い
合
わ
せ
は
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

０
２
９
・
２
２
４
・
８
０
３
０

へ
。

　
◆
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
活
用
セ
ミ

　
姫
路
商
工
会
議
所
　

日

時
か
ら
兵
庫
県
姫

路
市
の
姫
路
商
工
会
議
所
で
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
活

用
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
現
状
」
を
テ
ー
マ
に
、

楽
天
の
新
規
Ｅ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
ネ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
プ
の
現
状
、
売
れ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
、
成

功
す
る
秘
訣

ひ
け
つ

を
説
明
す
る
。
参
加
料

は
無
料
で
定
員
は
約

人
。
セ
ミ
ナ
ー
後
、
個
別

相
談
会
を
予
定
。
問
い
合
わ
せ
は
、
同
商
工
会
議

所

０
７
９
・
２
２
３
・
６
５
５
７

へ
。

　
◆
広
島
で
創
業
応
援
フ
ェ
ス
タ

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活
事
業
中
国
創
業

セ
ン
タ
ー
　
３
月
２
日

時
か
ら
広
島
市
中
区
の

広
島
市
立
中
央
図
書
館
で
「
創
業
応
援
フ
ェ
ス
タ

ｉ
ｎ
ひ
ろ
し
ま
」
を
開
く
。
広
島
市
な
ど
５
団
体

の
共
催
事
業
。
基
調
講
演
は
Ｓ
―
Ｐ
ｒ
ｏ
ｄ
ｕ
ｃ

ｅ
の
下
宮
勇
生
社
長
に
よ
る
「
成
功
す
る
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
に
は
理
由
が
あ
る
！
」
、
パ
ジ
ェ
ン
ト

の
坂
元
ま
す
み
社
長
に
よ
る
「
営
業
担
当
者
の
力

量
に
頼
ら
な
い
新
規
開
拓
営
業
の
手
法
」
。
施
策

紹
介
や
個
別
相
談
な
ど
も
行
う
。
参
加
無
料
。
定

員

人
。
問
い
合
わ
せ
は
同
セ
ン
タ
ー

０
８
２

・
２
４
４
・
２
２
４
７

へ
。

　
◆
私
募
債
５
千
万
円
発
行

　
ナ
ン
セ
イ

東
京
都
江
戸
川
区
、
０
３
・
３
８

７
７
・
５
０
２
６

群
馬
銀
行
の
「
環
境
配
慮

型
」
保
証
付
き
私
募
債
５
０
０
０
万
円
を
発
行
し

た
。
引
き
受
け
は
群
馬
銀
で
償
還
期
間
は
５
年
。

調
達
資
金
は
運
転
資
金
に
充
て
る
。
同
社
は
産
業

廃
棄
物
収
集
運
搬
業
。

臼井さん

フ
ァ
イ
ル
い
い
話

消
防
車
用
屋
根
拡
張
材
ベ
ル
リ
ン
グ

軽量ルーフ需要に対応

　
ベ
ル
リ
ン
グ

千
葉
県
柏
市
、

飯
野
塁
社
長
、
０
４
・
７
１
３
８

・
６
０
０
６

の
「
ハ
イ
ル
ー
フ

・
カ
ー
ボ
ン
・
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ジ
ャ

ケ
ッ
ト

写
真
」
が
好
調
だ
。
２

０
１
１
年
に
発
売
し
、

年
度
は

前
年
度
比
１
・
４
倍
の

件
、

年
度
は
同
１
・
５
倍
の

件
と
納

入
実
績
を
積
み
上
げ
て
い
る
。

　
消
防
車
を
改
造
し
て
屋
根
に
取

り
付
け
、
車
内
の
収
納
力
を
ア
ッ

プ
す
る
。
炭
素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
採
用
し
て
お
り
、
２

車
用
で
重
量

。
鉄
製
ル
ー

フ
に
比
べ
て
約

も
軽
い
。

飯
野
社
長
は
「
消
防
車
は
重
量
制

限
が
あ
る
た
め
軽
量
化
が
求
め
ら

れ
て
い
た
」
と
胸
を
張
る
。
搭
載

す
る
事
故
処
理
用
の
機
器
が
増
え

た
こ
と
か
ら
、
ハ
イ
ル
ー
フ
の
需

要
が
伸
び
た
。

　
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
付
き
ル
ー

フ
も
展
開
し
て
い
る
。
消
防
車
に

蓄
電
し
、
事
故
現
場
や
被
災
地
で

携
帯
電
話
の
充
電
な
ど
に
使
え

る
。
「
こ
れ
か
ら
も
ユ
ー
ザ
ー
視

点
で
製
品
開
発
す
る
」
と
意
欲
的

だ
。

千
葉

フラッシュ

婚
活
事
業
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

　
【
東
大
阪
】
昭
和
電
機

大
阪
府
大
東
市
、
柏
木
武
久
社
長
、
０
７
２
・
８
７
１
・

１
０
６
１

は
、
リ
ハ
ビ
リ
・
健
康
機
器
市
場
に
参
入
し
た
。
透
析
患
者
が
寝
た
ま
ま

使
え
る
運
動
器
具
や
、
高
齢
者
の
歩
行
支
援
や
陸
上
競
技
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
役
立
つ

装
置
を
相
次
い
で
市
場
投
入
し
た
。
新
事
業
は
２
０
１
４
年

月
期
の
売
上
高
の
目
標

が
１
億
円
で
、

年

月
期
ま
で
に
商
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
充
し
、
年
間

億
円
の

事
業
に
育
て
る
計
画
だ
。

商
工
会
議
所
版
「
婚
活
」
昨
年
度
２
７
７
回
カ
ッ
プ
ル
成
立
１
１
７
６
組
結
婚
組
日
商
ま
と
め

高齢者の歩行支援に役立つ
装置「てらすウォーカー」

リハビリ・健康機器に参入歩行支援・トレーニング装置
昭
和
電
機
、
商
品
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
拡
充

億
円
事
業
に
育
成

モ
ノ
づ
く
り
好
き
集
ま
れ

第１回ソレノイドコンテスト開催
タ
カ
ハ
機
工
部
品
認
知
度
向
上
へ

　
モ
ノ
づ
く
り
好
き
集
ま
れ
―
。
タ

カ
ハ
機
工

福
岡
県
飯
塚
市
、
大
久

保
泰
輔
社
長
、
０
９
４
８
・
８
２
・

３
２
２
２

は
、
駆
動
部
品
の
一
つ

ソ
レ
ノ
イ
ド

写
真

の
認
知
度
向

上
を
目
的
に
「
第
１
回
ソ
レ
ノ
イ
ド

コ
ン
テ
ス
ト

ソ
レ
コ
ン

」
を
実

施
す
る
。
モ
ー
タ
ー
や
エ
ア
シ
リ
ン

ダ
ー
な
ど
と
比
べ
て
認
知
度
が
劣
る

ソ
レ
ノ
イ
ド
を
使
っ
た
製
品
を
募
る

こ
と
で
、
製
品
の
普
及
促
進
と
業
容

拡
大
を
狙
う
。

　
ソ
レ
コ
ン
は
モ
ノ
づ
く
り
好
き
な

ら
誰
で
も
応
募
が
可
能
。
縦
×
横
×

高
さ
が
１

以
内
で
、
同
社
製
品
の

使
用
が
条
件
。
大
賞
１
作
品

賞
金

万
円
と
ソ
レ
ノ
イ
ド
ギ
フ
ト
券
５

万
円
分

の
ほ
か
、
技
術
賞
や
イ
グ

ソ
レ
コ
ン
賞
を
用
意
す
る
。

　
審
査
員
長
は
電
気
部
品
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
で
明
和
電
機
社
長
の
土
佐
信
道

さ
ん
が
務
め

る
。
ユ
ニ
ー

ク
な
作
品
は

量
産
す
る
。

受
付
期
間
は

３
月

日
ま

で
。
詳
細
は
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

。

　
ソ
レ
ノ
イ
ド
は
電
磁
コ
イ
ル
に
電

流
を
流
す
こ
と
で
発
生
す
る
磁
力
を

応
用
し
、
ブ
ラ
ン
ジ
ャ
ー
と
呼
ば
れ

る
鉄
芯
を
直
線
運
動
さ
せ
る
電
気
部

品
。
直
線
運
動
に
限
れ
ば
モ
ー
タ
ー

よ
り
速
く
、
制
御
も
単
純
。
自
動
販

売
機
や
現
金
自
動
預
払
機

Ａ
Ｔ

Ｍ

、
ド
ア
ロ
ッ
ク
な
ど
多
方
面
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。

北
九
州

医療用漢方製剤活躍の場広がる
　
漢
方
医
学
は
中
国
か
ら
伝
来
し
、
日
本
で
独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
医
学
で
あ
る
。

漢
方
薬
は
植
物
や
鉱
石
な
ど
の
天
然
物
を
２
種
類
以
上
組
み
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ
、

人
が
持
つ
自
然
治
癒
力
を
高
め
る
と
さ
れ
る
。
西
洋
医
学
と
は
異
な
る
全
人
的
医
療

の
考
え
方
の
広
が
り
や
エ
ビ
デ
ン
ス

科
学
的
根
拠

の
構
築
な
ど
を
理
由
に
、
漢

方
製
剤
の
活
躍
の
場
は
拡
大
傾
向
に
あ
る
。

エ
ビ
デ
ン
ス
構
築
進
む
処
方
増
加
、
普
及
後
押
し

健康を支える医薬品
　
厚
生
労
働
省
の
「
薬
事
工

業
生
産
動
態
統
計
年
報
」
に

よ
る
と
、
２
０
１
２
年
の
医

療
用
漢
方
製
剤
の
生
産
金
額

は
前
年
比
６
・
９
％
増
の
１

２
１
４
億
円
と
な
っ
た
。
文

部
科
学
省
が
公
表
し
た
医
学

教
育
の
モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
に
漢
方
医
学
が
採

録
さ
れ
、
漢
方
製
剤
に
関
す

る
教
育
環
境
の
広
が
り
や
、

漢
方
メ
ー
カ
ー
が
開
催
す
る

臨
床
医
を
対
象
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
通
じ
た
情
報
提

供
な
ど
に
よ
り
、
漢
方
製
剤

を
処
方
す
る
医
師
が
増
え
て

い
る
。

　
ま
た
西
洋
医
学
の
治
療
を

助
け
る
役
割
と
し
て
、
漢
方

製
剤
が
注
目
さ
れ
る
。
例
え

ば
、
が
ん
治
療
の
副
作
用
を

漢
方
製
剤
が
軽
減
す
る
こ
と

で
、
効
率
的
に
治
療
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た

西
洋
医
学
だ
け
で
は
治
療
が

困
難
な
領
域
で
の
活
用
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
同
時
に
、
西
洋
医
学
か
ら

の
評
価
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う

エ
ビ
デ
ン
ス
の
構
築
も
進

む
。
日
本
東
洋
医
学
会
Ｅ
Ｂ

Ｍ
委
員
会
は
、
漢
方
製
剤
の

ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
の
臨

床
論
文
を
抄
録
に
し
て
「
エ

ビ
デ
ン
ス
レ
ポ
ー
ト
」
と
し

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
る
。
抄
録
の
数
は
現

在
、
３
７
０
件
を
超
え
て
い

る
。

　
１
月
に
開
催
さ
れ
た
「
漢

方
医
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、

小
曽
根
基
裕
東
京
慈
恵
会
医

科
大
学
精
神
医
学
講
座
講
師

が
漢
方
製
剤
「
抑
肝
散
」
の

エ
ビ
デ
ン
ス
に
つ
い
て
講
演

し
た
。
不
眠
症
患
者
へ
の
抑

肝
散
の
有
効
性
の
客
観
的
マ

ー
カ
ー
と
し
て
、
睡
眠
脳
波

解
析
法
「
Ｃ
Ａ
Ｐ
」
を
用
い

た
。
Ｃ
Ａ
Ｐ
法
は
熟
眠
感
と

強
い
相
関
性
を
持
ち
、
不
眠

症
患
者
の
Ｃ
Ａ
Ｐ
率
は
高
値

を
示
す
。
不
眠
症
患
者
に
抑

肝
散
を
１
週
間
、
毎
食
前
２

・
５

処
方
し
た
と
こ
ろ
、

Ｃ
Ａ
Ｐ
率
の
低
下
が
認
め
ら

れ
た
。
漢
方
製
剤
の
普
及
を

後
押
し
す
る
さ
ら
な
る
エ
ビ

デ
ン
ス
の
構
築
が
期
待
さ
れ

る
。
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ト
ル
ク
機
器
技
術

製
品
情
報
冊
子

東
日
製
作
所
が

５
年
ぶ
り
改
訂

　
東
日
製
作
所

東
京
都
大

田
区
、
辻
修
社
長
、
０
３
・

３
７
６
２
・
２
４
５
１

は
、
ト
ル
ク
機
器
に
関
す
る

技
術
資
料
と
製
品
情
報
を
紹

介
す
る
「
ト
ル
ク
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
Ｖ
ｏ
ｌ
８

写
真
」
の

無
料
配
布
を
始
め
た
。
５
年

ぶ
り
の
改
訂
版
で
、
締
め
忘

れ
防
止
技
術
や
デ
ー
タ
管
理

手
法
な
ど
の
事
例
の
ほ
か
、

技
術
資
料
を
中
心
に
約

増
量
し
た
。
日
本
語
版
２
万

部
、
英
語
版
１
万
部
を
用
意

し
た
。

　
ト
ル
ク
機
器
の
校
正
サ
ー

ビ
ス
や
管
理
方
法
な
ど
を
全

面
的
に
見
直
し
た
。
製
品
情

報
の
使
用
例
を
掲
載
し
、
使

い
方
が
わ
か
る
よ
う
に
し

た
。

　
ま
た
５
月
に
迎
え
る
創
業

周
年
記
念
と
し
て
年
表
や

生
産
現
場
な
ど
も
掲
載
。
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
や
化
粧

品
な
ど
の
同
社
製
ト
ル
ク
機

器
が
使
わ
れ
て
い
る
事
例
も

紹
介
し
た
。

地
域
を
挙
げ
て

　
▽

東
京
都
多
摩
エ
リ
ア

は
「
住
ん
で
良
し
、
働
く
に

良
し
」
と
強
調
す
る
の
は
、

京
西
テ
ク
ノ
ス

東
京
都
多

摩
市

社
長
の
臼
井
努
さ

ん
。
多
摩
在
住
の
約
６
割
が

エ
リ
ア
内
で
働
い
て
い
る
と

の
デ
ー
タ
に
納
得
の
表
情
。

　
▽

エ
リ
ア
内
に
は
高
度

技
術
を
有
す
る
製
造
業
が
多

数
立
地
し
て
い
る
。
一
方
、

大
学
な
ど
約

校
も
立
地
し

て
お
り
、
「
企
業
を
支
え
る

優
秀
な
人
材
を
確
保
で
き

る
」
と
人
材
面
で
の
優
位
性

も
説
く
。

　
▽

地
元
企

業
ら
と
地
域
金

融
機
関
で
、
学

生
に
学
費
の
一

部
を
支
給
す
る

制
度
を
発
足
し
た
。
「
経
済

的
な
負
担
を
減
ら
す
。
地
域

貢
献
で
き
る
人
材
を
育
て
た

い
」
と
、
地
域
を
挙
げ
て
多

摩
の
将
来
を
担
う
人
材
の
創

出
を
誓
う
。

肌
に
や
さ
し
い
水

作
る
ス
プ
レ
ー
容
器

フ
ロ
ム
フ
ァ
ー

イ
ー
ス
ト
が
発
売

　
フ
ロ
ム
フ
ァ
ー
イ
ー
ス
ト

大
阪
市
中
央
区
、
阪
口
竜

也
社
長
、
０
６
・
６
２
０
６

・
３
４
１
０

は
、
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ス
入
り
ス
プ
レ
ー
容
器

「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー

ア
ト
マ
イ
ザ
ー

写
真
」
を

発
売
し
た
。
水
道
水
を
入
れ

て

時
間
置
い
て
使
う
こ
と

を
推
奨
し
て
お
り
、
皮
膚
に

や
さ
し
い
水
と
し
て
い
る
。

ボ
ト
ル
サ
イ
ズ
は

。

約
６
カ
月
間
、
繰
り
返
し
使

用
で
き
る
。
価
格
は
１
８
９

０
円
。

　
化
粧
品
雑
貨
店
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｄ
　
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｓ
」
や
美

容
室
な
ど
で
店
頭
販
売
を
始

め
た
。
４
月
に
も
専
用
の
通

販
サ
イ
ト
を
開
設
し
、
「
体

と
環
境
に
や
さ
し
い
」
こ
と

を
共
通
テ
ー
マ
と
す
る
ス
キ

ン
ケ
ア
、
ヘ
ア
ケ
ア
商
品
の

販
売
を
始
め
る
。

　
透
析
患
者
用
の
運
動
器
具

は
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
と
呼
ば

れ
、
あ
お
む
け
の
ま
ま
足
で

ペ
ダ
ル
を
回
し
て
運
動
で
き

る
。
価
格
は

万
８
０
０
０

円
。

年
９
月
に
発
売
し
、

す
で
に
約

台
を
販
売
済
み

だ
。

　
リ
ハ
ビ
リ
用
の
「
て
ら
す

ウ
ォ
ー
カ
ー
」
と
陸
上
競
技

用
の
「
ド
リ
ー
ム
ハ
ン
タ

ー
」
の
２
機
種
は

年
末
ご

ろ
に
製
品
化
し
て
受
注
活
動

を
始
め
た
。
い
ず
れ
も
ジ
ョ

ギ
ン
グ
マ
シ
ン
に
ド
ー
ム
状

の
覆
い
を
か
ぶ
せ
た
構
造
。

覆
い
の
下
か
ら
同
社
の
主
力

で
あ
る
送
風
機
を
使
っ
て
風

を
送
り
、
ド
ー
ム
内
の
空
気

圧
を
調
整
し
て
使
用
者
の
体

重
負
荷
を

％
ま
で
軽
く

免
荷

で
き
る
。
リ
ハ
ビ

リ
用
は
高
齢
者
の
歩
行
支

援
、
陸
上
用
は
ケ
ガ
の
早
期

回
復
や
世
界
記
録
と
同
じ
ス

ピ
ー
ド
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
が
可
能
だ
。
価
格
は
そ
れ

ぞ
れ
３
５
０
万
円
と
５
５
０

万
円
。

　
１
月
末
に
リ
ハ
ビ
リ
・
健

康
機
器
専
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
公
開
し
、
納
入
事
例
や

動
画
を
使
っ
た
商
品
の
紹
介

を
始
め
た
。
て
ら
す
ウ
ォ
ー

カ
ー
と
ド
リ
ー
ム
ハ
ン
タ
ー

は
、
商
品
の
認
知
度
が
低
い

た
め
、
今
後
、
ト
ラ
ッ
ク
に

積
ん
で
客
先
を
訪
問
し
た

り
、
専
門
の
展
示
会
に
出
展

し
た
り
す
る
こ
と
で
認
知
度

を
上
げ
て
い
く
。

　
日
本
商
工
会
議
所
が
ま
と

め
た
「
商
工
会
議
所
婚
活
事

業
実
施
状
況
調
査
」
に
よ
る

と
、
２
０
１
２
年
度
は
回
答

の
あ
っ
た
３
８
７
商
工
会
議

所
中
１
６
９
カ
所
が
延
べ
２

７
７
回
の
事
業
を
実
施
。
前

年
度
比
約
１
・
７
倍
の
参
加

者
が
あ
り
、
１
１
７
６
組
の

カ
ッ
プ
ル
が
成
立
、
そ
の
う

ち

組
が
結
婚
し
た
。
近
年

流
行
し
て
い
る
大
規
模
街
コ

ン
の
開
催
が
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
。

　
商
工
会
議
所
の
婚
活
事
業

は
実
施
商
工
会
議
所
数
、
年

間
開
催
数
と
も
に
年
々
増

加
。
２
０
１
２
年
度
は
実
施

商
工
会
議
所
数
で
前
年
度
比

・
１
％
増
、
実
施
回
数
で

・
９
％
増
と
大
幅
に
増
え

た
。
２
０
１
３
年
度
も
実
施

商
工
会
議
所
数
で
２
・
４
％

増
の
１
７
３
、
回
答
３
８
７

商
工
会
議
所
の
実
施
率
は

・
７
％
と
な
っ
た
。

　
事
業
内
容
は
お
見
合
い
パ

ー
テ
ィ
ー
が
１
３
５
回
で
全

体
の

％
を
占
め
最
多
。
次

い
で
交
流
イ
ベ
ン
ト
が

回

と

％
。
街
コ
ン
が

回
で

％
、
そ
の
他
が
８
回
３
％

だ
っ
た
。

　
参
加
者
数
も
２
０
１
１
年

度
か
ら
増
加
に
転
じ
、
男
性

が
２
倍
強
の
９
３
７
３
人
、

女
性
も
同
じ
く
８
９
２
５

人
。
今
回
は
さ
ら
に
男
性
が

・
７
％
増
の
１
万
６
１
８

８
人
、
女
性
が

・
６
％
増

の
１
万
４
６
９
４
人
と
拡
大

し
た
。

　
同
調
査
は
昨
年

月
７
日

か
ら
同

日
に
か
け
て
全
５

１
４
商
工
会
議
所
を
対
象
に

実
施
し
た
。


